
2010 年IEEE広島支部第３回理事会議事録 
 
日時：2010 年 9 月 3 日 14:30-17:00 
場所：岡山大学工学部３号館３階 E304 号室  
出席者：平川，舩曳，山口，角田，舟阪，堀田，上土井 
委任状提出者：大久保，佐々木，竹森，豊田，吉田，片桐 
 
議事内容 
１． 第 12 回 HISS 企画（平川先生より） 

(1) 会期等 
会期は 2010 年 11 月 6 日，7 日．会場は島根大学松江キャンパス 教養講義室棟 1 号館

と大学ホール(300～400 人収容可能)，教養講義室棟２号館へ移動する可能性有．  
(2) 実行委員会構成 

５３名． 
(3) 予算 

収入は約 150 万円規模を想定．松江市，島根県の助成内諾．現在の申請，後援依頼

状況報告． 
(4) 共催・後援承諾状況 

現在までの共催，後援承諾状況の報告．共催団体などに自治体に加わってもらうこ

とで一般の方に参加しやすい環境を整えてはどうかとの意見有．現在，HISS HP
より後援団体名公開中であるが，名称等の誤記，修正すべき点がないか各理事に確

認要請有． 
(5) 研究賞審査手順 

・ 実行委員会とは別に広島支部が審査すること確認． 
・ 実行委員会には最終稿を査読者に送ってもらい，研究賞の事前審査（一割程度

の研究賞推薦）をお願い，かつ，事前審査結果のとりまとめ，当日のプレゼン

テーションの審査委員としての審査が可能かどうかを尋ねてもらうこと確認． 
・ 支部側にて正式に審査委員選出．HISS 開催日２日目の昼食時間に審査委員会

開催予定． 
・ 審査委員の先生方には昼食時間に拘束の為，昼食を用意する．予算は学生交流

会費補助を支出する収入項目から支出予定． 
(6) タイムテーブル 

実行委員会提示案より，１日目は TP コアタイムを 15 分ずつ伸ばし，前半，後半

とも 1 時間 15 分とする．そのため，準備時間をなくし，学生交流会の開催時刻を

15 分遅らせる．2 日目は午前 9 時からの開場とし，9 時半より TP コアタイムを開

始し，前半・後半合わせ 2 時間半とする．13 時半よりパネルディスカッション，



15 時から閉会式とする．昼食時に研究賞審査委員会を開催予定．2 日目の新企画 

高校生体験講座は講師の先生のご都合を優先し，開催時間を選定してもらう． 
 

(7) 基調講演 
題目：半導体のこれから（仮） 
講師：松本 宏之 氏（株式会社出雲村田製作所 第１コンデンサ商品開発 2 部部

長） 
(8) パネルディスカッション 

テーマ：中国地方発，未来型自動車（仮） 
現在，数社に依頼中． 

(9) 高校生体験講座 
題目：携帯アプリの作成 
講師：徳久 雅人 先生（鳥取大学工学部知能情報工学科） 

(10) 論文 
182 件投稿（過去最高）． 

(11) 広報 
実行委員会よりポスター案が提示される．いろいろと修正要望が挙げられる．最終

版確定の前に，役員・理事に回覧し，確認・添削の機会を設けることが決まる． 
(12) その他 

HISS 実行委員に贈られる貢献賞，功労賞以外に顕著な貢献を行った委員へ贈る特

別貢献賞（新設）を設けてはどうかとの意見が挙げられる．特別貢献賞を新設する

ことが決まる． 
 

 ２．2010 年第 2 回 Japan Council 理事会報告（平川支部長より） 
  (1) 役員選出について 
    平川先生より現状をご説明いただく． 
  (2) IEEE 標記について 

オリジナルの名称は省き，「アイ・トリプル・イー」とすることが決定された．また，

従来名称の米国電気電子学会のような学会ではなく技術者組織と説明することが決

定された旨報告有．上記を受けて，広島支部の HP の IEEE の説明文も変更する必

要有． 
(3) 連合大会の運営方法の変更について 
平川先生より注意点をご説明いただく． 

(4) IEEE Tokyo Office の設立について 
IEEE本部から直属の機関としてTokyo Office が 2011年 1月に設立されることにな

った．（形としては Computer Society の施設が Office に昇格される） 



 
３．次期役員・理事選挙について（豊田先生より（代理説明 平川先生）） 

 
(1) 役員候補者報告 

現在までに推薦されている役員候補者，理事候補者について報告有． 
(2) 推薦委員会委員構成の変更 

役員候補者を現在の支部推薦委員から除き，新たに角田理事を委員に推薦する案

が平川支部長から挙げられる．支部長案が承認される． 
(3) 今後の予定 

今後の予定を確認し，監査委員候補について，今後，推薦委員長の指示により選

出することを確認． 
(4) その他 
  郵送による選挙では投票率の向上がなかなか難しいため，JC や Tokyo Office に

て将来的には電子投票システムを提供できないか JC 理事会に提案する予定． 
 

４．2010 年功績賞候補者関連 
  (1) 功績賞規定改訂について 
   改訂前の功績書規定の３．を功績賞受賞対象者の決定，受賞対象者の意向を確認し

た上で功績者を決定するという２段階に分割する改訂案が挙げられ，承認される． 
  (2) 功績賞受賞対象者決定 
    2 名の候補者を功績賞受賞対象者とすることが承認される． 
  (3) 今後の予定 
    9 月末までに舩曳副支部長，上土井が受賞対象者の意向を確認する予定． 
 
５．その他 
- 次回理事会は１１月６日の 14:45-15:30（HISS１日目）に島根大学で開催予定． 
- 第 14 回 HISS 開催地について，岡山地区にて開催決定．開催大学は次回理事会にて選

定予定． 
- 第 13 回 HISS 開催大学（広島大）の方に可能なら第 12 回 HISS にてご挨拶いただけ

ないか議論有． 
- 2011 年総会について，開催日時，特別講演会講師案について議論有．次回理事会時に

詳細決定予定． 
- Student 会員支援制度の活用を呼び掛ける．広く制度を利用してもらえるよう ML よ

り広報することとなる． 
                          （文責：庶務幹事 上土井） 


